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今回渡辺保男学長が亡くなられてその追悼号を出すとの事で，筆者も浅か
らぬ関係があった事に鑑み， ICUの大学院行政学研究科の設置に関連して筆
者の知る限りにおいてその経緯を述べるとともに，渡辺学長・教授に期待し
ていたと乙ろもあるのでその点在述べて追悼の意を表わすととを第一の目的
としたい。
それとともに，当初我が国で初めての大学院行政学研究科設置に心血を注
がれた城山政道先生から筆者が伺っていたその目的と狙いが何処にあった
か。また国内・海外の類似大学院も段々と出てきているのでAdrninis甘ation
教育ないし公共政策担当者教育或いは政策科学教育のあり方について内外の
比較紹介を行う乙とを第二の目的としたい。
そして第三に，今日のように学際研究・教育が一般的な事態になっている
段階において， ICUの大学院行政学研究科のように政治学，行政学，経済
学，経営学，社会学，文化人類学，国際法，国際関係論また都市工学，情報
通信工学などの各種学問分野によって構成されている場合，学際的方法論の
試論としてAdr叫nis回目.vePolicy Scienc泡の社会システムアプローチを紹介し
て学際的方法論（または学際的研究の統合理論）の御参考に供したいと考え
るロ
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JI. ICU大学院行政学研究科の目的と沿革
ICU（国際基督教大学）の大学院行政学研究科（GraduateSchool of Public 
A也叫nis回世間）は， 1963年4月一般行政と国際行政の2専門課程（修士課程）
で開設されたが，当時の鵜飼信成学長および蛾山政道先生によれば，
A世話nis回目onの大学院はICUの建学当初から構想の中に入っており，第二
次世界大戦後の日本の民主化に伴い，教育面での大学院教育学研究科ととも
に，行政面，日本官僚制の民主化に寄与する目的でAdminis回目onの大学院
を設けること，そして結果として実現はされなかったが，社会福祉大学院も
構想されていたといわれる。（国際基督教大学創立史， 351頁）
かくてAdminis回目onの大学院は，日本の行政学の草分けであり，教育機
関としての行政学科の設立を畢生の念願としておられた蝋山先生の手によっ
て準備される事になった。先生によれば，その行政学科のモデルはアメリカ
の行政大学院にあり，とくにハーパ－ I'とピッツパーグの行政大学院を参考
にして一般行政と国際行政にコースを分け，一般行政には国家行政，地方行
政と経済行政を，国際行政には国際政治・外交，国際法，国際経済の関係学
科目を配して政治・法律と経済・経営関係また社会学などを含んだ学際的な
学科で行政（A也凶nis回目on）を中核に据え，学科の傘とする日本で初めての
研究科を構想された。そして筆者にも参加して寄与するようにお誘いを受け
た。 1962年7月頃の事である。初めは自分の会計検査院における国家公務員
としての経歴や，やっている研究（公益事業学会，初代会長雄山政道）から担
当科目がどのような所に該当するかはっきり分らなつかたが，ハーパード大
学の経営大学院（GraduateSchool of Business Adminis回目on）と行政大学院
(G四du配 Schoolof Public A也凶由回目on）はA出世nis回世onについて共通の
こと，また企業ではManagementがアメリカ経営学として導入され， Ad-
min盟国首onとM叩 ag即時ntでは共通の要素と異なる要素があること，また
戦後行政管理庁（現在1総務庁）が設けられ，行政における Managementが導
入されるなどA也叫nis回目onとManagementに関する研究・教育が，日本
の経営学界，また行政学界であまり相互の理解や交流なしに行われている事
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が多少分りかけていた頃だったので．蝋山先生のお話を伺って，大学に企業
人・経営管理者養成の経営学部が設けられたと同様，民主的で国際的な行政
官養成のための行政学部が必要との趣旨に共鳴したのである。
こうした中で，当時行政学会の中堅教授で辻清明先生の御弟子でもある渡
辺保男教授を1966年ICUにお迎えしたのだった。かくて私学ではあるが日本
で初めての行政学修士（M田町ofPublicAdminis回tion）を認められたICU大
学院行政学研究科で，その中心となる学科目は一般行政においては行政学・
政治学と経済学・経営学，国際行政においては，国際関係論・国際法と国際
経済学であり，他の内外の行政大学院の動向から見ても経済系の比重が大き
くなってきている事は，各国行政機関における経済官庁の重要性からみて当
然の事と言うべきである。
その後博士課程を作るべく機会を待っていたが，文部省が行政学博士は認
めず，学際的かつ包括的な学位として学術博士（Ph.D.）を認める（1974）に及
んで現在の大学院行政学研究科（博士課程）が発足したものである。（1976年4
月）
m.圏内・海外の類似大学院
乙乙では資料の関係から（1）埼玉大学大学院政策科学研究科（修士課程）と，
(2）カリフォJレニア大学公共政策大学院（GraduateSchool of Public Policy）を
中心に応較紹介しておこう。
(1）埼玉大学大学院政策科学研究科
吉村融政策科学研究科長によれば， Zの研究科は公共政策の研究・教育を
目的とする新構想の大学院として1977（昭和52）年に設立された学部組織から
独立した大学院で，現実の政策形成に有効かつ適切に資する可能性をもった
学際的な政策研究の推進と政策科学の体系化と構築，また科学的思考と手法
に裏づけされた政策分析と政策形成能力を備えた行政官・政策アナリストの
養成を目的としている，としている。
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Zの研究科の特色は，中央諸官庁，地方公共団体およひ百四苦関連機関から
若い職員を院生として受入れる事が定着しており，教授たちの指導のもと
に，政策問題を構造化し，分析的方法による知的作業を積み上げるに至って
いるとされる。また教授陣も法学部，経済学部など人文・社会科学系のみな
らず，理学部，工学部など理工系出身者を多く擁して学際的な政策研究を展
開し，海外の政策研究者や政策研究機関との国際共同研究プロジェクトを進
めている他，園内の政府附置の政策研究所に出向等の形で研究交流，研究協
力を進めつつあるといわれる。
またASEA Nを中心とするアジア諸国の行政官の研修を目的として創設
された「国際プログラム」は， 1991年7月1日まで開講以来7年間にタイ，マ
レーシア，インドネシア，フィリピン，韓国，オーストラリアの6ヶ固から
112名の学生を国費留学生として受入れており， 1卯0年9月30日までに73名が
修士の学位を取得，現在上記6ヶ国の学生36名が在学中となっている。
さらに1991年度から「国際開発研究コースJが設置され，これは「国際プロ
グラム」と異なって，日本の政府開発援助（ODA）のM阻agementに携わる専
門家の養成と，欧米の開発モデルに捉われる乙となく，日本の社会経済発展
の経験に則した独自の開発理論，開発政策の実践展開を期するとしている。
授業科目は，次表（表1）のように基礎的知識，情報数理科学，政治学，経
済学および関連科目からなっており，基礎的知識や情報数理科学の各授業科
目に見られるように，数学やコンピューターに傾斜した科目編成が基礎に据
えられている。
分類 必・還の別
db修
基礎的知臨 道択
情報数浬科学 選択必修
政治学 選択盛修
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漫業科目表
捜寮科目 単位蛍 分類 db・還の別 療援科目 単位数
政策分続演習I 4 経済学 選択必修
基応計礎用量価経諸格済学理益
2 
修士酋文 2 
政策科学基礎酋 2 2 
現代科学怠 2 公共縫渚学 2 
基礎数学 2 厚生忽諸学 2 
計算複斡学 2 マクロ程諸学 2 
数理計画法特鵠 2 財政・金融と政策 2 
シミュレーション骨析 2 財政学特蛤 2 
統計解統 2 会鼠政策特la 2 
ネットワーク理踊 2 国際金調陸路絡前 2 
システム骨折 2 地縁経諸学 2 
確率過程酋 2 数理経諸学 2 
組合せ最適化 2 ー鎗均衡理路 2 
ゲーム理la 2 経済分析涜習 2 
応用システム骨折 2 関温科目 遺沢 地方行政 2 
多変量解続 2 地方行政演習 2 
政策科学方法硲演習 2 
行効地自政果方治財作分制用析政度崎路鶴践
2 
政治分析入門 2 2 
政治モデル蹟 2 2 
計量政治学 2 2 
＂＇理政治学 2 地域開発蛤 2 
政策決定過程箇 2 科学技術政策硲 2 
政治行猶la 2 産寮銭術政策随 2 
政治組織蛤 2 筏術省 2 
日本政治分析 2 生体シZテム踊 2 
政治祉会学 2 
文議医穣化政策・保策学健齢徳政蛤飯店‘
2 
外交政策協 2 2 
政策肝備陣 2 2 
政治分続潰習 2 科学技術政策と目標関伺 2 
社会保障制度障 2 
政策分析清習日 2 
以上のカリキュラムを現実の政策諮問題の例示を含めた政策科学研究の知
識構造関連図として次図1のように示している。
図1 知醤構造関連図 －ー 一ー一～』
現実の信問題｛例示）
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最後に大学院修了者の活庖分野として政策科学，社会科学，システム科
学，情報科学の研究者，公私立の研究機関研究員，国際機関のプロジェク
ト・アナリスト，官公庁，地方自治体，公共企業等の政策アナリスト，企
画・計画担当官，企業および団体のスタップ，エコノミスト等があげられて
おり，相当の実績をあげているように恩われるので参考に値するといえよ
う。
(2）カリフォルニア大学公共政策大学院（GraduateSchool of Public Policy) 
カリフォJレニア大学公共政策大学院は，パークレイキャンパスにあり，博
士課程をもっ大学院であるが，学部段階のUndergradua缶 Coursesとしても
副専攻として公共政策プログラムを認め大学院での五コースを必要単位とし
て要求している。
大学院の修士課程では，公共政策修士（血eMas怯rof Public Policy ）を正
規の課程修了者に授与するととになっており，修了後の職業としては政府，
政策研究機関，公共政策に関係ある私的セクターがあり，またある者は行
政，政治部門の政策分析に従事している。
博士課程は， Ph.D.progr四1であるが，研究機関における高度な政策研究
を目標として公共政策分析における新しい知識，理論，方法論の開発に向け
られている。
次にそのカリキュラムについて見ておくと，一見体系的でないように見え
るが，自ら政策指向型のカリキュラムとしてその特色を伺い知る乙とが出来
る。（G悶duateSchool of Public Policy, Unive目ityof California at Berkeley参
照。）
(a）コ7・カリキュラム（公共政策専攻）（出eSchool of Public Policy) 
．政策分析入門他国ductionto Policy加吻sis)4単位
・高度政策分析（Advane吋 PolicyAnalysis) 6単位
・公共政策分析の経済学A(The Economics of Public Policy Analysis A) 4単位
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．公共政策分析の経済学B（百eEconomi田 ofPublic Policy Analysis B) 4単位
．法と公共政策（Lawand Public Policy) 4単位
・公共政策分析の政治・組織的側面
(Political and Org血四国nalAspe出 ofPublic Policy An姐ysis)4-4単位
・意思決定分析，モデリング，数量的方法
(D悶 sionAnalysis, Modeling，皿dQu回世佃tiveMe由ods)4-4単位
(b）大学院コー ス（G岡山砲Co回目）
・政策分析の政治，組織的環境
(Politi叫 andOrgan回 !Jona!Envrronment of Policy Analysis) 3単位
．ミクロi経済組織と政策分析
(Mi町田cono凶cOrganization副 PolicyAnalysis) 3単位
．政策助言の政治学（ThePolitics of Policy Advising) 3単位
・政策評価方法論（Me血吋sof Policy Evaluation) 3単位
・組織分析と公共政策（Org四izationalAnalysis and Public Policy) 3単位
．政策分析における高度数量モデル
(Adv田 cedQu聞包阻.tiveM吋elsin Policy Analysis) 3単位
．経済安定と成長の公共政策
（τ'he Public Policy of Economic S帥 Ii回.tion田dGrow出）3単位
．実施と政策プロセス（Implemen回世onand the Policy b回目s)3単位
．有毒物管理の探究（TheElusive Pursuit of Toxics Management)3単位
．費用便益分析（Cost-BenefitAnalysis) 3単位
－科学技術政策の国際比較
(In町 iationalComp田町eS回dyof Science and Technology Policy) 3単位
高等教育政策（Policy加High町田u四.tion)3単位
・カリフォルニアエネJレギーと海岸保護政策分析
(California Energy皿dCoastal Protection Policy Analysis) 3単位
．マスコミュニケーション政策セミナー
(Seminar泊M出SCommunl四.tion Policy) 3単位
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・公共セクターにおける戦略的経営
(S回 tegicManagement in the Public S田tor)3単位
．青少年政策（Polici田 forYou血）3単位
・公共セクターおよび私的セクターにおける保健政策
(Health Poli m世lePublic and Private Sect。四）3単位
憲法と権力の限界（Consti回目ona!Law四dLi mi悩ofPower)3単位
．環境政策と規制（EnviromnentalPolicy田dRegulation) 3単位
－国際状況（発展途上国を中心に）における政策分析
(Policy Analysis in an International Setting, mamly in developing 
co四回目）3単位
．科学的根拠と公共政策（Scien
．法と社会的変化（Law田dSocial Ch印刷3単位
－州特許庁の業務と政治環境
(Pro gr訓 T田ksand Political Enviromnents in State Llc目>SmgAgencies) 
3単位
・公共政策における道徳問題（MoralIssues in Public Policy) 3単位
．性に関する政策問題（GenderPolicy) 3単位
・社会協力の問題（TheProblem of Soc凶 Cooperation)3単位
・経済分析と公共政策（EconomicAnalysis皿dPublic Policy) 1-3単位
・公共政策における知識と価値（Knowing田dValuing in Public Policy) 3単位
．組織衰退と活性化マネジメント
(Or富田1日tionalDeclin包囲dCutback Management) 3単位
・財政改革と公共政策（Fi町田cialInnovation副 PublicPolicy) 3単位
．エネルギー政策セミナー（Seminarin Energy Policy) 3単位
－社会政策形成における社会科学の利用と濫用
（τhe Us田 andAbuses of Social Sciences面S田凶Policym紘ing)3単位
その他， Ph.D.セミナーや博士課程の学生のための個別研究など個別指導
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がある他，関連コースとして公経営や非営利経営（Publicand Non-profit 
Management）のためのセミナーやカリキュラムが計画的に用意されている事
も注目に値する。
T!l. Administ田1tivePolicy Science 
一学際研究の方法論（社会システムアプローチ）ー
次に主として公共政策分野において政策科学に関連して，既存のテ・ィシプ
リンとしては行政学や経営学のA也凶nis国首onやManagement概念ならび
にそのアプローチと政策科学（システムアプローチ）の結合を主張し，事例研
究を交えて展開している RichardM. HodgettsとM拡 S.Wo巾n印 Jr.の
Administrative Policy-T•田tsand Cases in the Policy Sciencesー に依拠しな
がら，学際研究の方法論（社会システムアプローチ）について述べておとう。
Adminis回.tivePolicy Scienceの定義として凡ゆる型の近代的組織を含めて
次のように規定する。「A也凶nis回tivePolicy Scienceは，組織内外の不確実
な変化のもとに行われるA世凶凶s回世.veProce田の体系的研究で，トップレ
ベルの執行幹部により行われる政策とオペレーションの分析，形成，実行，
解釈，評価の統合を含む。 J
A曲川nis回tivePolicy Scienceと政策科学の関係について， A出叫nis回目ve
Policy Scienceは，企業，教育，政治，病院その他多くの分野の政策決定を
含むが，体系的研究がなされたのは政策科学として政治学の分野が初めてと
される。 y.I'ロアの「政策科学は，公共政策形成の改善のために体系的知
識や構造的合理性の寄与を扱う。 jと言っているのがそれである。しかし政
策科学は狭くパブリックセクターのみを対象とするように解釈され，凡ゆる
異なる分野を含むAdminis回目veScience（行政・経営科学）に発展しなかっ
た。ただ政策科学発展の背後にある事実はA世話nis甘ativePolicy Scienceの
発展を裏づけることになった。
1951年D・ラーナーおよびH・D・ ラスウェJレによって政策科学が初めて
発表されて以来，公共政策形成に関して戦略研究や未来研究など新しい研究
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方法を含むものとして発展しはじめ， Adminis回livePolicy Scienceの究極的
な発展に関する幾つかの結論が導き出された。第一にAdmini町 alivePolicy 
Sci en田に関する知識を発展させる事は可能であり，適当な研究方法による
体系的構造を持つ基礎的な知識が存在する。第二に AdministrativePolicy 
Scienceの多くの発展は実際家によって進められてきた。 Managementの新
しい方法は，組織のA曲面nis岡田nを改善するため執行幹部の絶えざる努力
によって発展してきた。第三にA也国nis回livePolicy Scienceの研究によって
凡ゆる型の私的および公的組織における政策形成に影響を与える乙とが可能
となる。第四に新しい方法論と活動が発展したので，あらゆる Adr国国s回世田
Policy Scienceの枠組みの中に活かされることになってきた。
かくして政策科学が主として公共政策形成システムに主として用いられる
のに対し， Adminis回livePolicy Scienceはマクロ，ミクロのあらゆる組織に
適用できる。しかも組織活動における問題解決のための多くの異なる学際的
研究に用いる事ができる。図2は，マクロ，ミクロのあらゆる組織に適用で
きる AdministrativePolicy Scienceの構造を示す。
図2 Administrative Policy Scienceの構造
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かくしてAdmi凶S岡山ePolicy Science は，従来受入れられた政策科学の体
系的な知識の上に立てられつつあり，その研究方法としてもシステムアプ
ローチを受け入れ，それを発展させようとするものとみられる。つまり各種
組織が社会システムのそれぞれ単一の単位として存在するとともに行動する
也のと理解する場合，各種組織がそれぞれの組織の目的ではなく，幾つかの
組織に共通の目的ないし目標（目的ないし目標によって関係する組織の数也
異なるが，国レベルではアメリカは大統領，日：本は首相，地方レベルでは都
道府県知事，市長等の首長，民間レベルではアメリカは商業会議所会頭，日
本は経団連会長，地方は商工会議所会頭などシステムの組み方によって異な
る。）によって目的，目標と組織を組み合せ，共通する目的，目標を達成す
るよう PolicyM直ing,Planning, Implementationをふまえて科学的，合理的で
あるとともに実践的に施策，手段を検討していくとととして理解される。筆
者の理解によれば，システムアプローチの特色は，第一に単一の組織でな
く，地域おとし問題のように複数組織の組織的行動に見られるといってよか
ろう。また第二にかつてのORやシステム分析でも取上げられたが，それ以
上に個々の組織の目的，目標の異在る，さらには価値体系（ValueSystem）の
異なる複数組織を政策的，高度政治的に共通の目的，目標の下に役立たせ，
従わせるアプローチであると言えるように思われる。以上のように理解する
とき，社会システムアプローチはAdminis回 tionやManagementと密接に関
係あることが分かる。つまり A申岨凶抽出onやManagementは個別組織を前
提としているのに対し，システムアプローチは複数組織に関わり，個別組織
に共通の目的，目標を与えようとするものだからである。
V. ICU行政大学院に対する期待
最後に渡辺学長・教授に期待していた行政大学院への期待を述べて結論と
したP,
ICU行政大学院は博士課程であるから研究者養成はいうまでもないが，大
学院設置以来実績として相当成果をあげた国際公務員・外交官や多国籍企業
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は勿論，蝋山先生が念願しておられたICU型国家公務員，地方公務員への進
出（東大などの法律職とは異なる行政職，経済職），とくに日本の経済官庁
へ，エコノクラート（経済官僚） (Peter Self, Econocrats and the Policy Process, 
Macmillan Press Ltd.1975参照。）としての進出｛単なるエコノミストではな
い。）を期待したい。そしてそのためには他の大学院で見たように経済・経
営系および情報数理により強いカリキュラム編成も考えられるのではないで
あろうか。筆者の心からの期待を述べて結びとしたい。注
注
z: z:近年，慶応大学湖南キャンパスを始め，総合政策学部，政策科学部主Eの名称
を冠する学部，学科の新設を東京，関西を含めて見ているが， Ic Uの行政大学院
は，これらの動向に照らしてもそのニーズを伺うことが出来よう。
